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第１章 姫路市観光戦略プランの概要  

 

１ 観光施策を展開する意義 

（１） 本市における観光の意義 

平成 27 年３月 27 日、世界遺産姫路城の国宝大天守が保存修理事業を終え、グラ

ンドオープンを迎えました。姫路城は、本市の最大の観光資源であるとともに、市民

の心の拠り所であり、まちの象徴でもあります。 

これまで本市では、姫路城をはじめ地域の歴史文化によって培われてきたさまざま

な資源を活用し、観光の振興を図ってきました。 

国においても、観光は新たな成長分野を担うものとして、積極的に施策が展開され

ています。これまで、ものづくりが社会を豊かにする役割を担ってきましたが、近年

では、観光の存在が大きくなってきました。これは、世界的に長寿化が進み、個人の

時間を楽しみ、生活を充実させようとする傾向が強くなったことに起因しており、本

市においては、世界遺産を有する都市として、こうしたニーズを受け止めることが求

められています。 

姫路城をはじめとして、先人が残してくれた本市の貴重な地域資源は、市民にとっ

てかけがえのないものですが、これらを未来につなげていく営みの一つとして、観光

は大きな役割を果たします。地域資源を観光資源として活用することにより、多くの

観光客からの評価を得るとともに、市民はその価値を再認識することができます。観

光客に見せたいまちにしよう、貴重な資源を次の世代へしっかりと引き継いでいこう

とする意識が醸成され、本市の社会基盤の充実につながります。 

また、大きな人の流れと交流は、まちに賑わいと潤いを生み、観光産業が育成され、

地域経済の活性化につながります。 

グランドオープン後、平成 27 年度の姫路城は過去最高の入城者である 286 万 7 千

人を記録し、グランドオープンに伴う経済波及効果は、兵庫県内で 615 億 5 千万円(う

ち、姫路市内 424 億 2 千万円)と推計されました。多くの市民や事業者が、観光によ

る大きな効果を実感した１年でしたが、今後も引き続き戦略的な観光施策を進め、さ

らに幅広く多様な取り組みを展開することにより、観光をまちづくりの大きな力とし

て、本市の多面的な成長を実現させることが求められています。 

 

（２） オリンピック・パラリンピックと観光の動向 

一方、日本全体に目を向けてみると、平成 32 年（2020 年）に 56 年ぶりに開催さ

れる東京オリンピック・パラリンピックに向けた動きが加速しています。 

オリンピック・パラリンピックは競技スポーツの振興だけでなく、日本の文化や芸

術などの文化力の発信も大きなテーマとなっています。国においては、組織委員会や

内閣官房、文化庁、スポーツ庁、観光庁などの関係省庁が、スポーツ競技のみならず

オリンピック憲章に掲げる文化プログラムの実施や外客誘致、環境整備など、ソフ
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ト・ハード両面における各種施策を強力に推し進めているところです。これは、オリ

ンピック・パラリンピックの開催を機に、成熟社会における先進的な取り組みを世界

に示し、そのレガシーを創出することで、新しい日本の創造を目指そうというもので

す。 

オリンピック・パラリンピックの開催効果を全国へ波及させることは、国の大きな

方針であり、本市においても、東京オリンピック・パラリンピックの開催を地域創生

の推進エンジンの一つとして捉え、観光、文化、スポーツ施策などが一体となった総

合的な戦略を進めることが必要となっています。 

 

（３） 本市の課題と長期的な戦略 

本市の観光推進における大きな課題は、世界遺産姫路城の持続可能な観光活用の一

層の推進、姫路城プラスワンをテーマとして新たな観光資源の提案、文化やスポーツ

など、多様な資源の観光活用、今後ますます増えると考えられる海外からの観光客誘

致、来訪者の滞在時間の延長などが挙げられます。 

また、世界遺産の街としての発信力や姫路城への交通利便性、豊かな歴史文化や自

然などの多様な地域資源があるといった強みがある一方、現状では、観光客向けの宿

泊施設が不足しているなどの弱みがあり、観光による十分な効果が享受できていない

状況にあります。 

このプランでは、これらの課題に向き合い、観光による地域創生を目指す本市の観

光推進の方針をまとめました。東京オリンピック・パラリンピックを一つの契機とし

て、地域の文化力の向上と発信、国際交流の促進など、国の動きに呼応しながら、東

京オリンピック・パラリンピック後の状況を見据えた施策を展開していきます。 
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２ 姫路市観光戦略プランの位置づけ 

この計画は、姫路市総合計画の分野別計画として策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策連動 

姫路市全体の市政方針を定めた 

姫路市総合計画 

ふるさと・ひめじプラン 2020 
平成 21 年度（2009 年度） 

    ～平成 32 年度（2020 年度） 

姫路市の観光推進方針・戦略を定めた 

姫路市観光戦略プラン 
 

本プランとの主な関連計画 

 

（分野別計画など） 

・姫路市文化振興ビジョン 

・姫路市スポーツ推進計画 

・特別史跡姫路城跡整備基本計画 

・姫路市経済振興ビジョン 

・姫路市中心市街地活性化基本計画 

・姫路市農林水産振興ビジョン 

・姫路市都市計画マスタープラン 

・姫路市市民活動・協働推進事業計画  

・ひめじ創生戦略        等 

               

連携 

協力 

姫路市 
― 国 ― 

観光立国推進基本法に基づく 

観光立国推進基本計画 

― 兵庫県 ― 

ひょうごツーリズム戦略 

― 関西 ― 

関西観光・文化振興計画 

（平成 27 年 3月改定） 
 

ＫＡＮＳＡＩ国際観光指針 

（平成 28 年 9月策定） 
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３ 姫路市観光戦略プランの構成 

（１） 基本テーマ  

   「 観光を通して、愛し愛されるまち 姫路 」 

市民がまちへの愛情を注ぐことにより、貴重な地域の資源を次代につなぎ、新たな資源を

生み出します。また、こうして生まれた地域資源は、観光客にとっても大変魅力のある資源と

なります。 

一方、広く国内外の皆さんから、評価され、親しみを持っていただくことにより、本市の地

域資源は、磨かれ、その輝きを増します。市民は、観光客を迎えるには、より美しく、素晴ら

しいまちでありたいと、力を尽くそうとします。地域資源を観光資源として活用することにより、

あらためてまちの魅力を見つめ、守り伝え、育てていきます。 

本市を挙げて、姫路を訪れてみたい、訪れた方々がまた来たい、もっとこのまちを楽しみ

たいと、観光客からも愛されるまちを目指します。 

    

（２） 基本政策 

基本テーマを実現するため、このプランの方針を示すものとして、 

① 観光客受入環境の充実 

② 滞在型観光の推進 

③ インバウンド観光の推進 

④ ＭＩＣＥの推進 

の４つの基本政策を掲げます。 

 

このプランは、姫路市総合計画の分野別計画であり、観光分野における政策は、「おもて

なしの心による観光客受入体制の充実」、「回遊性の向上による多彩な観光の推進」、「国

際観光・コンベンション都市の実現」の３つを挙げています。 

一方、観光のグローバル化や 2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けたインバウ

ンド市場の盛り上がり、スポーツ、文化分野と連動した施策の推進、ＭＩＣＥ誘致といった大

規模誘客への対応など、状況が大きく変わろうとしています。そこで、本計画では、総合計

画の趣旨を踏まえつつ、現況に合わせた基本政策を定めました。強い相関関係で結ばれ

たこれら４つの基本政策は、基本テーマの実現に向けてどれも欠くことのできない重要な要

素となっています。 

 

（３） 施策 

施策は、基本政策の実現に向けて実施するもので、具体的な事業により構成します。 

 

（４） 計画期間 

平成 29 年（2017 年）4月～平成 34 年（2022 年）3月 の 5年間  
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（５） 数値目標 

① 姫路市総入込客数 （シティプロモーション推進課 調査） 

年間 1,000 万人以上 （ H27 年度： 1,190 万人、H26 年度： 915 万人 ） 

 

② 姫路城への外国人入城者数（姫路城管理事務所 調査） 

   年間 40 万人以上 （ H27 年度:  306 千人、H26 年度:  83 千人 ） 

 

③ 市内宿泊施設の客室稼働率（観光庁、宿泊旅行統計調査） 

   概ね月平均 70％以上 （ H27 年度：63.1％～86.5％ 、H26 年度：58.0％～81.1％） 

 

 

４ ４つの基本政策 

（１） 観光客受入環境の充実 

観光はさまざまな業種に関連する裾野の広い総合産業であり、その振興によって都

市の賑わいや活力の創出など地域社会の活性化に大きく貢献すると考えられていま

す。本市を訪れた観光客等が「来てよかった」「また来てみたい」と感じていただく

ためには、観光地としての魅力向上に合わせ、心地よく快適に滞在できる環境づくり

が重要です。 

そこで、行政や旅行事業者だけでなく、市民や商店街、民間事業者など、地域が一

体となって観光の振興に取り組み、まち全体で観光客を温かく迎える雰囲気を醸成し

ていきます。また、地域の魅力を伝えるガイドの育成や観光に関わる人、団体のネッ

トワーク化、ホスピタリティ向上研修などを通じて、おもてなしのひとづくりを進め

ます。 

 

（２） 滞在型観光の推進 

本市の観光客の旅行形態として、日帰り 68.5％、宿泊者のうち市内宿泊者は 44.2％とな

っており、観光客全体の 13.9％が、市内宿泊を伴う観光客です（「平成 27 年度観光動向調

査報告書」より）。経済効果の高い宿泊観光客を増やすためには、長く滞在していただける

仕組みづくりや、魅力ある観光地の形成が必要です。 

姫路城グランドオープンを契機とした活況を一過性のものとせず、「姫路城プラスワン」作

戦として、姫路城を中心とした都心部の魅力向上と地域への波及、食や体験、スポーツツー

リズムや産業ツーリズムなど、多様な観光を進めることで、観光客の滞在時間の延長と宿泊

率の向上を図ります。 

また、播磨圏域の市町で連携する連携中枢都市（8市8町）や国内の国宝五城（松本城、

犬山城、彦根城、松江城）、世界遺産などによる広域での連携も重要となっています。これ

らの取り組みをさらに加速させ、効果的な誘客活動に努めます。 
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（３） インバウンド観光の推進 

人口減少社会において国内観光客の大幅な増加が望めない状況の中、外国人観光客

の誘致は、多方面に大きな効果があります。国内観光客に比べて旅行消費額が大きいとい

われており、外国人観光客は平日の観光需要も高く、日本人観光客の休日や大型連休期

間の観光需要との平準化も図ることができます。また、観光閑散期となる冬季にも一定の需

要があり、その重要性は今後一層増していくものと考えられます。 

このため、国による「ビジット・ジャパン・キャンペーン」推進などの背景をふまえ国や兵庫

県が取り組む事業と連携し、観光客への訴求力の高い世界遺産姫路城と地域資源を有機

的に結びつけ、海外の旅行事業者へのプロモーションを積極的に展開するなど、インバウ

ンド観光を推進します。 

また、外国人観光客が安心して観光を楽しんでいただけるよう、観光パンフレットや観光

案内所といった情報提供機能の多言語化を一層進めるとともに、災害時の安全確保に努め

るなど、快適な観光を楽しんでいただけるおもてなしの充実に努めます。 

さらに、2020 年東京オリンピック・パラリンピックの開催に伴い、日本への注目度が高まる

この時期に、スポーツだけでなく、多様な文化を発信する取り組み等を通じ、海外へ向けた

積極的な情報発信と、誘客活動を進めていきます。 

 

（４） MICE の推進 

本市は、全国有数の工業地帯を形成し、商業についても播磨圏域における中心的な役

割を担っている商工業都市であることから、圏域の高等教育機関等での研究成果の社会還

元が期待できる土壌にあります。このため、全国の研究者や学生をはじめ、企業や学会の

参加者等の多様な人材が参加する MICE が本市で開催されることにより、人材や情報が広

く国内外で行き交い、新たなネットワークが構築されるとともに、イノベーションや新たなビジ

ネス機会が生まれ、本市の次代を担う産業の創造につながります。 

また、MICE は、観光に比べて参加者の消費額が大きく、関連産業への影響も大きいた

め、地域経済に大きな効果をもたらし、都市の活力を生み出す起爆剤になると言われてい

ます。 

現在、ＪＲ姫路駅の東側に位置するイベントゾーンにおいて、文化・コンベンション施設の

整備を進めています。東京オリンピック・パラリンピック等の開催により日本への注目度が高

まるこの時期に、新たな施設を設置することで、日本コンテンツとして海外からの評価も高い

世界遺産姫路城とあわせ、他都市と比較してMICE誘致について、優位性を確保するととも

に、姫路の都市機能の向上が期待できます。 

このため、本市のイノベーションとビジネス機会の創出、地元への直接的な経済効果、そ

して姫路のブランドイメージの向上が大きく期待できる MICE の誘致施策を強力に進めま

す。 

 

 

 



7 

 

５ 基本政策を進める推進エンジン 

基本政策を着実に実施するため、本市の観光を取り巻く大きな潮流に着目し、各施策

を加速させるための推進エンジンとして３つのキーワードを設定します。 

このキーワードを基本政策に反映することで、「観光を通して、愛し愛されるまち 姫

路」の実現に向けた総合的な施策を展開します。 

 

（１） 東京オリンピック・パラリンピック 

平成 32 年（2020 年）に開催される東京オリンピック・パラリンピックに向けて、

今後、さらに日本への注目度が高まります。全国的にインバウンド施策が進み、ス

ポーツだけでなく、多様な日本文化を世界へ伝える取り組みも進められています。

国においては、開催会場となる東京だけでなく、その効果を地方へ波及させようと

する動きが活発化しています。 

本市では、スポーツ、観光、文化、国際交流施策などで構成する世界遺産姫路城

を中心とした姫路文化プログラムを作成し、積極的に国内外へその魅力を発信しま

す。 

 

（２） スポーツ・文化 

市民の健康増進や余暇の充実を目的としたスポーツ振興に加え、スポーツを観光

資源とした取り組みを進めます。 

「スポーツ」と「ツーリズム」の両者を組み合わせた「スポーツツーリズム」は、

スポーツ観戦やイベント、ツアーへの参加、スポーツ体験など、幅広いスタイルが

想定され、目的地へ旅する明確な理由と新たな価値を生み出します。スポーツツー

リズムの推進により、交流人口の拡大や経済波及効果の創出、本市のスポーツ振興

への効果が期待できることから、スポーツ団体やビジネスとして関わる関係者が連

携し、地域全体でスポーツツーリズムを推進できる環境をつくります。 

また、世界遺産姫路城をはじめとする姫路、播磨の歴史文化や、人々の生活の中

で培われるさまざまな文化は、観光資源の価値を高め、新たな魅力を生み出します。

このため、東京オリンピック・パラリンピックに向かって、国内外へ多様な文化を

観光資源として情報発信する取り組みを進めます。 

 

（３） グローバルな視点 

インバウンド観光を進めるうえで、観光産業を持続的に成長、発展させるには、

目まぐるしく変動する海外の観光動向を的確に把握し、どのように海外市場を取り

込んでいくかが重要となってきます。世界に数ある観光地から、「日本」を選んで

もらい、さらにその中から「姫路」を選んでもらうためには、外国人旅行者が姫路

を訪問しようとする動機が必要です。 

そのためには、地域の独自性を広くＰＲし、姫路に来れば、新しい発見や体験が

できるなどと予感させてくれるようなイメージも必要です。外国人にとって、姫路
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の何が魅力なのか、魅力的な日本とはどのようなものか、という視点に基づいて施

策を実行することが求められています。 
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【基本テーマと基本政策】 
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観光客を温かく迎え、利便性
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姫路城をはじめとする地域の

魅力を活かした滞在型観光を

推進する 

 

 

 

 

 

日本の歴史文化を感じられる

「インバウンド観光」を推進する 

１ 観光客の受入環境の

充実 

2 滞在型観光の推進 

3 インバウンド観光の推進 

 

 

 

 

 

都市の活力向上を目指し、

MICE の開催環境を整え、誘

致を進める 

4 MICE の推進 
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都市のホスピタリティの向上 

来訪者の利便性の向上 

都心部の魅力を活かした 

都市型観光の推進 

広域観光の推進 

イベントによる魅力の創出 

地域の魅力を活かした 

滞在型観光の推進 

魅力ある観光資源の開発 

・ＰＲ 

観光産業の育成 

外国人観光客の誘致 

外国人観光客への 

おもてなしの充実 

東京オリンピック・パラリンピ

ック姫路プロジェクトの推進 

国内外からの 

MICE の誘致 

MICE 開催地として 

選ばれやすい環境づくり 

おもてなし充実 
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第２章 観光の状況 

 

１ 観光を取り巻く情勢 

（１） 国の戦略 

  人口減少、少子高齢化が確実視されている中、国の成長戦略の柱の１つとして掲げられ

ているのが「観光立国の実現」です。国においては、日本の豊富で多様な観光資源を磨き

上げ、国内外の多くの人々を地域へ呼び込むことを、地方創生の戦略の一つとしていま

す。 

平成 28 年（2016 年）3 月に策定された「明日の日本を支える観光ビジョン」では、訪日外

国人旅行者数の目標を2020年2,000万人、2030年3,000万人から、それぞれ4,000万人、

6,000 万人へと引き上げる等、従来の目標を前倒しした新たな目標を設定し、観光を国の基

幹産業へと成長させる「観光先進国」への取り組みを進めることとしています。 

国土交通省観光庁の調査によると、平成 26年（2014 年）の国内の旅行消費額は 22.6 兆

円で、ここから算出された雇用誘発効果は 397 万人、経済波及効果（生産波及効果）は

47.0 兆円と推計されています。 

また、定住人口 1 人あたりの年間消費額（125 万円）は、旅行者の消費に換算すると、外

国人旅行者 9 人分、国内旅行者（宿泊）27 人分、国内旅行者（日帰り）84 人分にあたるとさ

れています。このように、交流人口の増加による効果が具体的に示され、観光が都市再生

の戦略を担っていることが分かります。 

 

（２） 兵庫県の戦略 ※現在、平成 29 年度からの戦略を策定中 

兵庫県においては、「ひょうごツーリズム戦略（平成26～28年度）」に基づき、摂津、播磨、

但馬、丹波、淡路の旧五国の多彩な観光資源を有する兵庫県の魅力を積極的に発信する

という「五つ星ひょうご」のコンセプトのもと、日本海から太平洋へと広がる個性あふれる多彩

な地域資源を十分に活用し、市町や観光事業者、観光関係団体、県民等が、それぞれの

役割を果たしつつ、協働してツーリズム振興を図ることとしています。 

県内観光入込客数1億 5,000万人、県内宿泊客数1,500万人、訪日外客数（兵庫県分）

100 万人の数値目標を設定しています。 
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●ひょうごツーリズム戦略（平成 26～28 年度） ５つの戦略と 10 の行動プログラム 

戦略 行動プログラム 

1.多彩な地域資源を有する兵庫ならではのツーリズムづくり ①みんなをひきつけるツーリズム資源の創出 

②ひょうごオンリーワンの資源を活用したテーマ

ツーリズムの推進 

～地域資源の魅力向上と兵庫ならではのツーリズム提案～ 

2.様々なニーズにこたえる“おもてなし”基盤づくり ③ツーリストを満足させる“おもてなし”人材づく

り 

④安全安心・快適な“おもてなし”環境づくり 

⑤ツーリズム関連産業の活性化 

～兵庫の多様な潜在力を生かしたソフト・ハードの環境整備～ 

3.日本の縮図・ひょうごの魅力を伝える戦略的なプロモーション ⑥情報発信のきめ細やかな展開 

⑦広域的な連携や県産品との連動によるイメ

ージアップの推進 

～兵庫のネットワークを生かした新たな来訪者とリピーターづくり～ 

4.世界に開かれたひょうごの特性を生かした国際ツーリズム ⑧世界の人たちが訪問したいと思えるメニュー

開発とプロモーション 

⑨ひょうご“OMOTENASHI”戦略の推進 

～多様な国・地域からの誘客を目指したインバウンド政策の展開～ 

5.ひょうご五国の個性あふれる地域ツーリズム ⑩地域の創意と工夫によるオリジナルのツーリ

ズム ～それぞれの地域のブランド力向上に向けたオリジナルな取組～ 

 

姫路市を中心とする中播磨地域では、「中播磨の魅力を生かした交流の地域づくり」を標

榜し、それに沿った具体的な行動プログラムが示されています。中でも中播磨地域の玄関

口であり、世界のツーリストから注目される世界遺産姫路城を有する姫路市と深く関連する

プログラムとしては、多言語で「おもてなし」ができる体制づくり、中播磨地域の北部エリアと

姫路市を結ぶ歴史ある産業道路「銀の馬車道」をシンボルにした南北の交流の活性化など

が盛り込まれています。 

 

（３） 関西広域連合の戦略 

関西の 2府 5県（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県、鳥取県、徳島県）に４政

令市（京都市・大阪市・堺市・神戸市）が加わり、関西広域連合として、防災、観光・文化、産

業、医療、環境の 5つの広域政策課題への対応を中心に、地域が主体的に対応できる仕

組みづくりが進められています。 

このうち観光分野では、平成 24 年（2012 年）3 月に「関西観光・文化振興計画」が策定さ

れ、関西をひとつと捉える戦略的な取り組み方向が示されました。さらに平成 27 年（2015

年）3 月には、ラグビーワールドカップ（2019）、東京オリンピック・パラリンピック（2020）、関西

ワールドマスターズゲームズ（2021）など、相次いで国際的なスポーツイベントが開催される

ことを見据えて、平成 32年（2020 年）をターゲットイヤーとして、関西の観光・文化の魅力を

世界に発信し、関西が「アジアの文化観光首都」とすることをめざす新しい計画が策定され

ています。 

また、平成 28 年 9月には、平成 30年度までの概ね 3年間の訪日外国人の誘客方策の

方向性をまとめた「KANSAI 国際観光統計 2016-2018」が発表されました。指針では、インバ

ウンド観光における新たな数値目標が示され、官民一体となった戦略を進める動きが活発

化しています。 
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（４） 全国の観光動向 

① 国内旅行者数 

国内旅行者の延べ人数は、平成 23年（2011 年）から平成 25 年（2013 年）までは増加

していましたが、平成 26年（2014 年）は、消費税の引き上げ等の影響により減少に転じま

した。しかし、平成27年は、前年の落ち込みの反動や3月に開業した北陸新幹線の開業

効果、9 月には大型連休（シルバーウィーク）があったこと等により、再び増加に転じまし

た。 

●国内旅行 延べ旅行者数（図 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 外国人旅行者数 

日本を訪れる外国人旅行客数は、平成 23 年（2011 年）以降、伸び続け、平成 27 年

（2015 年）は、急激な伸びを見せ、過去最高の 1973 万人（前年比 47％増）に達しました。

この増加の背景には、アジア新興国等の経済成長や LCCの増便等により海外旅行者数

が増加していること、東南アジア諸国のビザ免除、要件緩和の実施や円安傾向、外国人旅

行者向けの消費税免税制度の拡充などが影響していると考えられます。 

国・地域別の外国人旅行者数を見てみると、台湾、韓国、中国の 3 カ国で全体の６割を

超えており、東アジアの観光客が多くを占めています。 

近年の訪日外国人旅行者の増加とともに、消費額も拡大しており、2015 年（平成 27 年）

に初めて３兆円を超え、前年（2 兆 278 億円）から 71.5％増加しています。 

●訪日外客数の推移（図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万人） 

旅行観光消費動向調査（観光庁）より 

（単位：万人） 
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●訪日外国人旅行者数の国・地域別の推移（図 3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●訪日外国人の消費額の推移（図 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 兵庫県の観光動向 

① 兵庫県の観光客数 

兵庫県の観光入込客数は平成 23 年（2011 年）からの 3年間で 1.8 千万人増加し、

平成 2７年度（2015 年度）は 1.39 億人に達しています。神戸地域は、平成 25年（2013

年）にハーバーランドのショッピングモール「umie」や「アンパンマンこどもミュージアム&

モール」の開業などの影響もあり、入込客数を伸ばしています。中播磨地域は、大きな

増減はありません。 

観光客が支出する交通費、宿泊費、土産品費、飲食費、その他の費用の合計額を

関連資料に基づき、推計した「県内観光消費額」は、平成 27年度（2015 年）は１兆

2,327 億円で対前年度比 6.7％増となっています。 

 日本政府観光局（JNTO）資料より 
（単位：人） 

日本政府観光局（JNTO）資料より 
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●兵庫県 入込客数の推移（図 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 兵庫県の外国人観光客数 

全国的な訪日外国人の増加に沿って兵庫県を訪れる外国人も増え、5 年間で 89 万人

の増加、平成２７年（2015 年）で 126 万人に達しました。 

●訪日外客の「兵庫県」訪問数（図 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：万人） 

「訪日外国人消費動向調査（観光庁」より 
訪問数は訪日外客数×兵庫県訪問率で算出。 
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（６） 姫路市の観光動向 

 ① 姫路市の観光客数 

（ア）総入込客数 

 総入込客数は、市内の観光地、施設等を訪れた延べ人数で、平成 27 年度の姫路

市総入込客数は 1,190 万 2 千人となりました。この 10 年の推移を見ると、平成 20

年度には、姫路菓子博の開催等の効果により、1,000 万人を突破。その後は、平成

21 年 10 月から姫路城大天守の保存修理が始まったことの影響により、減少しまし

たが、大河ドラマ「軍師官兵衛」の放映を受けて実施した「ひめじ官兵衛プロジェ

クト」により、増加に転じました。 

平成 27 年度は、姫路城グランドオープンにより、周辺施設もあわせて入場者数

を伸ばし、再び 1,000 万人を超える入込客数を記録しました。 

傾向を見ると、世界遺産姫路城の状況が、本市全体の入込客数に影響を与えてお

り、姫路城が本市の観光資源として大きな存在であることが、数字からもうかがえ

ます。 

●姫路市の総入込客数の推移（図 7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●姫路城入城者数の推移（図 8） 
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 （イ）来訪者の居住地（日本人観光客） 

   平成２７年度に実施した姫路市観光動向調査によると、日本人観光客の約６割が近畿地

方からの来訪者です。これは、姫路城、書写山、手柄山、姫路セントラルパークの４観光地

点で実施した結果に基づくもので、姫路城のみの場合は、遠方からの来訪比率が上がりま

す。近畿地方の内訳としては、大阪が近畿地方内の約 25％を占めています。 

 

   ●来訪者の居住地（全体） （図 9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●来訪者の居住地（近畿地方） （図 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度姫路市観光動向調査より 

平成 27 年度姫路市観光動向調査より 
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② 外国人観光客数 

(ア) 姫路城への外国人観光客数 

    大天守改修終了後、平成 27 年度の外国人の入城者数は、過去最高の 30 万 6 千人を

記録しました。改修中は、減少傾向が続いていたものの、大天守の姿が見え出した平成26

年度から増加に転じました。増加要因としては、全国的な訪日外客の増加傾向に加え、姫

路城に関する観光情報を海外へ向けて積極的に発信したこと、台湾、タイ等への積極的

なプロモーションによる効果等が考えられます。 

 

（イ）国・地域別の外国人観光客数 ※姫路城と書写山での調査 

平成 27 年度から実施している外国人観光客を対象とした姫路市観光動向調査によると、

姫路城と書写山を訪れる観光客は、中国、台湾等のほか、日本全体の状況と比べると、欧

米等の国々の観光客の比率が高いのが特徴です。また、本市を訪れる外国人観光客は、

大阪との往来が多いほか、日本人に比べると、東京都の訪問も上位にあり、広範囲に行動

している様子がうかがえます。 

 

   ●来訪者の居住地（外国人観光客） （図 11） ※日本在住留学生等長期滞在者を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度姫路市観光動向調査より 



18 

 

 ●来訪者の訪問県（外国人観光客） （図 12）  

 

 

 

２ 姫路市の観光資源と特性 

（１） 観光資源の特徴 

 ① 姫路城周辺 

   本市の観光の中心である姫路城の周辺は、城下町ならではの多様な歴史遺産や文化

施設が集積したエリアです。姫路城を中心に、姫路城西御屋敷跡庭園好古園や動物園、

美術館、県立歴史博物館、姫路文学館などの公共施設が配置されているほか、天守の東

西南北方向からそれぞれ違った趣を持つ景観が楽しめ、散策にも適しています。また、野

里地区や船場・城西地区等には、城下の面影を感じる街並みが残っており、姫路城の内

曲輪からバッファゾーンまで、広く街の歴史や景観を楽しんでもらおうと、市民による取り組

みも進んでいます。 

さらに、ＪＲ姫路駅から姫路城までのエリアは本市の中心部であるため、飲食店や小売店

等が軒を並べる商店街や大規模小売店があり、食や買い物といった観光には欠かせない

要素を十分に提供できる機能を備えています。また、県下有数のアーケード街が広がるエ

リアとなっています。 

    宿泊施設については、ビジネス客などを対象としたシングル利用の客室を有したホテル

が多いものの、姫路城グランドオープンに伴い、観光客の利用が増えつつあります。今後

は、インバウンド対応を進めることにより、海外からの観光需要が伸びることが予想されま

す。 
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② 手柄山、名古山周辺 

市民利用の多いレクリエーション施設が集積している手柄山周辺エリアには、水族館や

植物園、手柄山遊園など、子供たちにも親しみ深い施設が集まっています。これらの施設

は、市内及び近隣市街からの来場者が中心となっています。 

また、陸上競技場や姫路球場や中央体育館などの体育施設が立地し、市民スポーツに

活用されるだけでなく、野球やバレーボール、陸上など、観戦スポーツの拠点としても利用

されています。今後、さらに大規模大会の誘致などを進めていくことで、市外からの来訪者

を増やす新たな観光資源となることが期待できます。 

また、手柄山には、太平洋戦全国戦災都市空爆死没者慰霊塔や平和資料館があり、名

古山にあるインドの故ネール首相から贈られた仏舎利を納めた名古山霊苑仏舎利塔ととも

に、世界平和への思いを感じることができるスポットとなっています。 

 

③ 書写山周辺 

平成 26 年から、大河ドラマ「軍師官兵衛」ゆかりの地として、姫路城グランドオープン後

も観光客が増加傾向にあります。数々の文化財を有する圓教寺は、西国 27 番札所として

知られており、特に新緑や紅葉の季節には多くの観光客で賑わいます。姫路城グランドオ

ープンとともに、海外からの観光客も増え、多くの方々に知られるようになってきました。ま

た、ハリウッド映画「ラストサムライ」のロケ地であり、近年では日本映画の撮影も頻繁に行わ

れていることから、ロケ地巡りを楽しむ観光客の姿も見られます。写経や座禅などを体験で

きるほか、精進料理なども楽しめることから、ゆっくりと時間を楽しむ観光が中心となってい

ます。 

山麓には、書写の里・美術工芸館があり、見学や体験を通して、姫路ゆかりの工芸品に

触れることができます。 

このため、書写地域では、日本の風景や体験を満喫できる観光地として、海外からの観

光客をさらに受け入れるための体制の充実が求められています。 

  

④ 網干、林田地域 

港町として栄え、古くからの歴史を持つ、網干地域には、由緒ある神社仏閣や歴史建築

など、見ごたえのある建物が点在しており、まち歩きの取り組みも進められています。また、

臨海部に立地する工場群の景観は、一般にも手軽に楽しめるため、夜景見学ツアーも企

画され、新たな観光資源として注目されています。 

一方、林田地域は、旧林田藩校の敬業館をはじめ、三木家住宅（県重要文化財）など、

のどかな田園風景の中にさまざまな歴史遺産があり、城下町らしい風情を感じることができ

るエリアです。 

 

⑤ 北部地域 

豊かな自然環境の中に、暮らしの息づかいを感じることができるエリアであり、多様な観

光資源が点在しています。 
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塩田温泉は、市内有数の温泉地として、姫路城や書写山への訪問者に人気の観光地

で、中国自動車道の夢前スマートインターチェンジの開通により、アクセスの利便性が向上

しました。雪彦山や県指定の名勝である鹿ケ壺、夢さき夢のさと農業体験施設 夢やかた

等の自然を満喫できるスポットのほか、置塩城跡や千年家公園といった歴史遺産も見られ

ます。 

また、遠方から訪れるファンも多い、独自性の高い施設として、香寺町にある日本玩具博

物館や安富町のかかしの里などが挙げられます。また、地酒やゆず製品、収穫体験など、

食に関する観光資源も豊富であることから、多様な観光プランが提案できる地域であるとい

えます。 

 

⑥ 東部地域 

官兵衛ゆかりの地の一つとして知られ、御着城址や黒田家廟所がある御着地域は、

平成 26 年の大河ドラマ放送により、注目されるスポットとなりました。また、本市

の観光施設の中で、有数の入場者数を誇り、ファミリーや若者層からも人気の高い

姫路セントラルパークがあります。また、東南部には、灘のけんか祭りをはじめ、

地域の祭事も、姫路独自の文化観光資源として、魅力があります。 

そのほか、春、夏には的形、白浜地域で、潮干狩りや海水浴が楽しめるエリアが

広がっています。 

 

⑦ 家島 

  播磨灘を体験できる家島諸島では、家島本島・坊勢島・男鹿島・西島それぞれの

島で、違った海のアクティビティを体験することができます。海水浴や釣り、カヌ

ー、ヨット、漁業体験などを楽しめるほか、瀬戸内海の海の幸を存分に味わうこと

ができることから、阪神間などの都心部からの観光客も多く、滞在型観光地として、

人気のスポットです。家島本島には、レンタサイクルが配置され、島内の景勝地や

レトロな町並みをサイクリングできるほか、島の人々とのふれあい体験メニューも

充実してきました。 

  また、前どれの魚を多くの方に手軽に楽しんでもらえるよう、妻鹿漁港内に直売

所とレストランが設置されたことから、今後さらに、観光客に向けた積極的な情報

発信が求められています。 

 

⑧ 播磨圏域  

  平成 27 年から、播磨圏域８市８町（姫路市・相生市・加古川市・赤穂市・高砂

市・加西市・宍粟市・たつの市・稲美町・播磨町・市川町・福崎町・神河町・太子

町・上郡町・佐用町）の枠組みにより、広域行政の取り組みを進めています。 

観光分野についても、各市町の豊富な地域資源を活用した観光メニューの提案や

ＰＲを進めていますが、今後、それぞれの観光資源を磨き上げ、効果的に共同プロ

モーションを行っていくことで、姫路、播磨の観光エリアが広がり、観光客に多様
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なプランを提示することが可能となります。 

 

⑨ 中播磨地域 

  中播磨地域には、かつて生野銀山と飾磨津を結び、日本初の高速産業道路である兵

庫遺産街道「銀の馬車道」があります。現在、日本遺産への登録を目指しており、馬車道

完成から 140 周年を迎え、あらためて観光資源としてのブランド構築が進められていま

す。 

中播磨地域から、朝来市、養父市、豊岡市に向かう南北のルートは、竹田城跡や城崎

温泉など、誘客力の高い観光地が揃っています。 

 

（２） 観光客の特性 

 ① 日本人観光客 

 （ア）姫路城周辺 

    平成 27 年度観光動向調査によると、姫路城を訪れる日本人観光客は、大阪を中

心に近畿圏が約６割を占めています。市内宿泊の割合は約 13.9％（H26：9.8％）

で、姫路城グランドオープン前と比較すると、宿泊率が上昇していることが分かり

ます。しかしこの状況は、グランドオープンという一時的な要因によるものである

ことから、今後、経済効果の高い宿泊型の観光につなげるには、より一層の取り組

みが求められます。 

   27 年度は、グランドオープン効果により、はじめて姫路を訪れた観光客が増え

たことから、その波及効果を活用するとともに、再来のきっかけとなる新たな観光

要素が鍵となります。また、姫路城を訪れる観光客には、団体客も多いことから、

旅行エージェントへの戦略的なアプローチが重要となっています。 

 

 （イ）その他の地域 

市民利用が中心の観光地も多い一方、市外からの観光客が多い施設では、来場者数

が姫路城の入城者数に連動する現状があります。今後、広く市外、県外からの観光客を呼

び込むためには、それぞれの観光地と姫路城との距離感や周遊の魅力を伝え、知名度を

上げるプロモーションが必要です。 

 

 ② 外国人観光客 

海外から訪れる観光客数は、世界遺産である姫路城が圧倒的に多い状況ですが、姫

路城グランドオープン以後、周辺施設や書写山なども増えてきました。国・地域別に

みると、台湾や中国などのアジア圏からの来訪が多く、タイからの訪問者数は、近年、

急激に伸びています。日本全体の状況と比較すると、欧米圏からの観光客が多い状況

です。 

海外からの観光客の特徴として、日本人観光客に比べ、国内での長距離移動のケー

スが多く、姫路城は新幹線発着駅からのアクセスがよいことも好条件となっているよ
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うです。 

しかし、市内での飲食や買い物等の消費額はまだまだ少ないことから、今後、受け

入れ環境の充実と、滞在型観光地としてのＰＲを積極的に進め、東京、京都、大阪と

いったゴールデンルートから足を延ばしてもらう取り組みが必要となっています。 

 

 

３ 今後の方向性 

（１）国際的なスポーツ大会の活用 

平成 32 年（2020 年）には、東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催さ

れます。その前年には、ラグビーワールドカップが日本で開催され、33 年（2021 年）

には、関西で関西ワールドマスターズゲームズの開催が決定しています。国際的なス

ポーツ大会が国内で開催されることにより、日本が注目される機会が増え、これに伴

い、海外からの観光客がますます増えてくるものと考えられます。こうした状況を十

分に活用するため、外国人観光客が安心して訪問できる環境を整え、先行した積極的

なＰＲ活動を進めます。 

 

（２）移動手段の多様化に対応 

これまでよく利用されてきた、観光バスや自家用車、鉄道などに加え、海外からの

観光客増に伴い、本市への訪問手段が多様化してきました。具体的には、新幹線の周

遊パスなどを利用した遠方からの来訪やＬＣＣの新規就航、増便による来日層の拡大、

姫路港や神戸港などへのクルーズ船の入港による観光客の受け入れなど、新たな状況

が生まれています。 

これらの特徴を分析し、誘客対象とする国・地域・志向に合わせた戦略的なプロモ

ーションを進めます。 

 

（３）滞在型観光に向けた取り組みの推進 

姫路城グランドオープンにより、27 年度は 1,190 万人の入込数を記録しましたが、

本市においては、飲食や買い物、宿泊といった消費活動が十分に行われている状況と

はいえません。 

観光客から好まれる飲食店の紹介やメニューの開発支援、免税店のＰＲ、宿泊施設

のインバウンド対応への支援など、滞在型観光地に求められる環境の充実に努めます。 

また、朝、夜の観光資源の発掘やナイト観光の取り組みを進めるとともに、民間事

業者や市民らと連携、協力し、滞在時間の延長に向けた着地型プランの充実を図りま

す。 

 

（４）大規模誘客への対応と MICE 分野の競争力強化 

近年、MICE の開催誘致活動が全国で活発になり、海外からの MICE 誘致も進みつ

つあります。本市においても、イベントゾーンに文化コンベンション施設の設置を計
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画しており、これまでより大規模な大会、会議等の開催が可能となります。また、ク

ルーズ船の入港など、一度に多くのお客様が観光地を訪れる場合の対応を充実させ、

本市における観光を十分に楽しんでもらえる環境を整えることが必要です。姫路観光

コンベンションビューローを中心として、民間事業者等と連携し、対応能力の向上に

努めます。 

さらに、MICE 誘致を効果的に進めていくためには、経済界や民間企業、大学等、

さまざまな関係者による連携、協力が欠かせません。姫路観光コンベンションビュー

ローを中心とした連携強化に努めるとともに、MICE 開催に対する支援制度の見直し、

活用を積極的に進めます。 
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第３章 施策 

 

１ 観光客受入環境の充実  

 

（１）都市のホスピタリティの向上 

   地域が一体となり、観光客等を温かく迎える雰囲気や意識を醸成しようとする取り組みは、 

新たなまちの魅力を生み出すエネルギーとなります。本市では、観光を通したまちづくりを 

進めるため、行政や企業、民間事業者、大学、市民の多様な主体が連携、協力した施策を 

展開します。これにより、観光に携わる人材を増やし、新たな担い手が育つ環境づくりを進 

めます。 

 また、来訪者に「来てよかった。」「また訪れたい。」と感じてもらうため、観光地やその周辺 

などの景観維持、向上に努めます。 

 

① 地域が一体となった取り組みの推進 

（ア）民間事業者の観光産業への参入促進、意識醸成 

（イ）市民による観光ボランティアへの参加やおもてなし等の推進 

（ウ）市民等への観光についての理解促進と意識醸成 

（エ）姫路検定の充実、活用 

（オ）観光をまちづくりの核とした多様な主体による取り組みの推進 

 

② 観光施設における受入体制の整備 

（ア）案内サインの充実 

（イ）パンフレット等の紙媒体の有効活用やインターネットを活用した情報提供 

（ウ）観光施設における無料Ｗｉ-Ｆｉの整備促進 

 

③ 観光客の安全対策の充実 

（ア）非常時における観光客の安全、安心を確保するための体制の確立 

（イ）観光客等への情報提供や安全対策の推進 

（ウ）観光イベントにおける安全、安心の取り組み強化 

 

（２）来訪者の利便性の向上 

   来訪者が心地よく滞在するためには、玄関口であるＪＲ姫路駅周辺での案内機能をはじ

め、目的地までの二次交通が充実していることが必要です。楽しく歩き、便利な交通機関を

使って、さまざまな土地を巡ることができる交通環境を整えることで、観光の選択肢が広がり、

滞在時間をより有効に使ってもらうことができます。これは、滞在型の観光地であるためには、

不可欠な要素です。 

さらに、ユニバーサルデザインの視点に立ち、外国語対応や高齢者、障害者などの利便 
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性、安全性に配慮した施設整備に努め、観光客をはじめ、子どもから大人まで、誰にも優し 

いまちづくりを進めます。 

 

   ① 観光案内所の充実 

    （ア）姫路観光なびポートの運営、体制強化 

（イ）案内機能の充実 

 （ウ）公共交通機関や観光事業者等との情報共有、連携協力 

 

② 観光情報の充実 

 （ア）観光パンフレットの充実 

    a 総合パンフレット（内容の集約、利便性の向上） 

    b 多言語化の促進 

    c 観光客の志向に沿った掲載内容 

 （イ）観光情報サイトの充実 

    a 姫路観光情報サイト「ひめのみち」の掲載内容の見直し 

    b 姫路城大入実況サイト 

 （ウ）コインロッカーや宿泊施設、免税店、Wi-Fi 利用環境など、安心して便利に観光を

楽しめる情報の提供 

 （エ）市内各地での観光情報提供機能の充実 

 

③ 公共交通の利便性の向上 

 （ア）観光案内所等での情報提供 

 （イ）訪日外国人向け関西統一交通パス「KANSAI ONE PASS」の利用ＰＲなど、広域 

的な取り組みの推進 

 

④ 市内における二次交通の充実 

（ア）城周辺観光ループバスの活用 

（イ）レンタサイクルの活用 

（ウ）タクシー乗務員等、観光事業者を対象とした研修会の実施 

（エ）外国人向け交通利用案内リーフレットの作成 

 

⑤ ユニバーサルデザインの視点に立ったまちづくりの推進 

（ア）案内サインや観光施設、公共交通機関等における多言語化の推進 

（イ）ピクトグラムの採用や表示内容の改善など、観光客に分かりやすいサインの整備 

（ウ）観光施設やトイレ等の関連設備のバリアフリー化の促進と情報提供 
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２ 滞在型観光の推進 

 

（１） 都心部の魅力を活かした都市型観光の推進 

   姫路城周辺には、城下町らしい多彩な観光資源があります。姫路城を中心とした歴史的

建造物のほか、積み重ねられてきた歴史、文化の息吹を、街のあらゆる所で感じることがで

きます。さまざまな視点に基づき、こうした資源を磨き上げ、観光客の滞在につながる、より

深い魅力を伝えていく取り組みが求められています。 

   また、滞在型観光を進めていくためには、食や宿泊も一つの観光資源として魅力を感じ 

てもらうことが不可欠であることから、民間事業者や地域住民等と連携して、積極的な取り組 

みを進めます。 

 

① 姫路城周辺の魅力の創造と発信 

 （ア） 姫路城と周辺施設をつなぐ情報提供 

 （イ） 民間事業者や市民等と連携、協力した魅力の発掘、観光ブランド化の推進、積極

的なプロモーションの実施 

 （ウ） 姫路藩文化観光学習船運航事業の実施 

（エ） 誘客テーマに沿った広報戦略の先導 

    （オ） リピーター獲得に向けた文化力を十分に活用した観光資源の磨き上げ、ＰＲ 

（カ） 特別史跡姫路城跡整備基本計画に基づく整備の推進 

（キ） 姫路城の新たな魅力の創造 

  a 特別公開の実施 

  b 姫路城等の前売り券、年間パス等の検討 

  c AR の充実 

d 夜間公開の検討 

e 三の丸広場における遺構表示の実施 

f 姫路駅（外堀ライン）からの姫路城の魅力発掘、観光資源化 

ｇ 姫路城ファンを増やす取り組みの展開 

 

② 宿泊を促進する観光資源の充実 

  ア） 夜桜会や観月会などの夜のイベント開催 

  イ） 世界遺産姫路城マラソンの実施 

  ウ） 民間事業者や市民等と連携した朝・夜の観光メニューの開発、ＰＲ 

  エ） 食や体験、宿泊など、多様なプランの発掘、ＰＲ 

  オ） 野里地区や船場・城西地区、中ノ門筋通り地区等と連携した観光エリアの拡大と 

ＰＲ 
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 （２） 地域の魅力を活かした滞在型観光の推進 

    本市には、書写山や手柄山中央公園、歴史を体験できる街並みが残る林田地区や網

干地区、自然環境にあふれ、それぞれの歴史、文化を有する夢前、安富、香寺、家島地

区など、美しい景観、多様な食資源など、さまざまな観光資源に恵まれています。 

    既によく知られた観光地もありますが、独自の文化に根ざした地域資源は、住民の見る

もの、食べるもの、生活を体験したいという、観光客の希望を叶えるものとして、新たな需

要を有しており、これからの観光の主流となる着地型観光の要素として期待されていま

す。 

    世界遺産姫路城の魅力発信だけでなく、姫路城プラスワンの観光地として、これらの観

光資源の魅力を国内外の方々に知ってもらう取り組みを進めます。 

    

① 書写山観光施設の充実 

  （ア）書写山観光施設（ロープウェイ等）の維持、施設更新時期に合わせた機能充実 

  （イ）書写山の案内サインの多言語対応 

 

② 手柄山中央公園の観光資源活用 

  （ア）水族館、植物園等のＰＲ 

  （イ）太平洋戦全国戦災都市空爆死没者慰霊塔、平和資料館の教育旅行への 

活用 

     （ウ）スポーツツーリズムを促進する大規模大会の誘致、開催ＰＲ 

a ウィンク陸上競技場 

b ウィンク球場 

c ウィンク体育館 

d 総合スポーツ会館 

e 兵庫県立武道館 

 

   ③ 歴史、文化、自然の観光資源活用 

     （ア）案内ボランティア等の育成支援、散策ルートの紹介、ＰＲ 

     （イ）四季を感じることができる観光地の紹介、ＰＲ 

        a 桜、新緑、紅葉 

        b 潮干狩り、海水浴、登山 

        c 秋祭りなどの地域の伝統行事 

        d ゆかたまつり 

     （ウ）海外へ向けた日本らしい観光素材の発掘、磨き上げ 

        a 外国人向け日本文化体験プログラムの開発、ＰＲ 

          和食、着物、サムライ、忍者、和菓子づくり、座禅 など 
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     （エ）建造物等の歴史的資源の観光活用 

        a 神社仏閣、廟所 

        b 古民家 

        c 城跡 

      （オ）食や伝統行事、郷土芸能などの文化資源の観光活用 

    

   ④ 多様な観光資源の積極的な活用 

（ア）民間施設との積極的な連携、観光ＰＲ 

   a 姫路セントラルパーク 

      b 日本玩具博物館 

      c 太陽公園 

      d 圓山記念日本工藝美術館 

      e 姫路バラ園         等 

（イ）産業観光の推進 

     a 工場等、ものづくり見学施設、プラン等のＰＲ 

b 工場景観等の産業観光資源の発掘、磨き上げ 

       （ウ）体験メニュー等の開発、PR 

 

（３） 広域観光の推進 

   国内外に戦略的な誘客活動を展開するためには、観光エリアを広域的視点でとらえ、多 

  種多様な観光資源を活用した取り組みが必要です。特に海外に向けては、兵庫県や国、 

他府県等との連携、協力によるプロモーションが効果的であるといえます。 

一方、情報化社会の進展や交通利便性の向上により、旅行者は、短期間で多くの観光

地や観光資源を楽しむことができるようになりました。 

このような状況に対応するため、播磨連携中枢都市圏や西播磨観光協議会による取り組

みのほか、神戸市、明石市、岡山市や鳥取市、国宝城郭５都市など、共通テーマを持った

地域が連携、協力し、広域ネットワークによる積極的な観光プロモーションを進めます。 

 

① 播磨圏域連携中枢都市圏による観光の推進 

 （ア） 播磨圏域の観光情報の発信（パンフレットの作成、ウェブサイトへの情報掲載） 

 （イ） 播磨観光のブランド化の推進 

 （ウ） 共同プロモーションの実施 

 

② 他都市との連携ＰＲの推進 

 （ア） 国宝城郭５都市による連携 

 （イ） 西播磨観光協議会による取り組みの促進 

 （ウ） 「銀の馬車道」関連自治体との連携 

（エ） 広域ネットワークによる共通テーマに沿った連携によるプロモーションの実施 
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③ 黒田官兵衛をはじめとした姫路ゆかりの人物の顕彰、PR 

 （ア）紹介冊子の作成、観光パンフレットの配布、活用 

 （イ）姫路城主をはじめとしたゆかりの人物の顕彰、紹介 

 

（４） 魅力ある観光資源の開発、PR 

 本市には、姫路城の城下町に守り継がれてきた歴史や文化、温暖な気候の下で育まれた自

然など、豊富で多様な資源に恵まれています。しかし、国内外の観光客が、魅力を感じる観光

資源として、そのポテンシャルを十分に活かしきれていないのが現状です。 

一方、外国人が魅力を感じる視点は、日本人とは違った点も多く、国や地域ごとの的確な分

析に基づき、戦略的な PR を進める必要があります。 

このため、訪問動機となりやすい情報源として、ＳＮＳ等を使った観光客による情報発信に

つながる仕掛けづくりなど、観光客の視点に立ったＰＲを進めます。 

  

 ① ニューツーリズムの推進 

  （ア）海や山などの自然を活かしたツーリズムの開発支援、ＰＲ 

（イ）スポーツ、文化などを活かしたツーリズムの開発支援、ＰＲ 

  （ウ）新たな観光素材の発掘、磨き上げ 

（エ）播磨中枢都市圏等、広域でのツーリズムの開発支援、ＰＲ 

  

 ② 食や特産品等の開発支援、ＰＲ 

  （ア）地元産素材を使ったメニューの開発支援、ＰＲ 

  （イ）姫路、播磨の食文化を観光資源とする取り組みの推進 

  （ウ）姫路らしい土産物の開発支援、ＰＲ 

  （エ）アンテナショップの活用促進 

 

 ③ 姫路フィルム・コミッション事業の推進 

  （ア）映画やテレビ等のロケ支援 

（イ）観光地としてのロケ地ＰＲ 

 

 ④ 積極的な国内プロモーションの展開 

  （ア）姫路観光コンベンションビューローを中心とした民間事業者等と連携したプロモーシ 

ョン 

  （イ）観光素材集の作成、充実 

  （ウ）国宝５城、姫路藩主ゆかりの他都市と連携したプロモーション 

  （エ）リピーターを増やすための多様な観光プランの紹介、ＰＲ 

 

 ⑤ 朝、夜観光の推進 

  （ア）夜桜会、観月会、薪能などの夜の観光イベントの開催 
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  （イ）姫路城の夜間公開の検討、実施 

  （ウ）朝景、夕景などの観光素材の紹介、ＰＲ 

  （エ）飲食店や宿泊施設と連携した新たな魅力創造の取り組み 

 

  ⑥ 地域資源の観光活用 

   （ア）市民が主体となったイベントや文化行事などの観光活用 

   （イ）地域夢プラン等の地域資源の情報提供、観光資源としてのＰＲ 

 

 ⑦ 戦略的な情報発信、ＰＲ 

  （ア）SNS 等を活用した情報発信の推進 

    a 観光客のＳＮＳ等による情報発信に向けた取り組み 

    b SNS 等の積極活用 

  （イ）ひめじ観光大使制度の運用 

  （ウ）観光客のこだわりや嗜好に合わせたプロモーション 

 

（５）イベントによる魅力の創出 

本市での観光を広く PR し、国内外からの観光客を呼び込む観光イベントのほか 

賑わいの創出を目的としたもの、市民の手によるまちづくりのイベント、文化や国

際交流、市民啓発を目的としたもの、MICE に分類されるビジネスイベントなど、

市内各地でさまざまなテーマのイベントが開催されています。 

イベントの開催は、観光客が本市を訪れるきっかけとなるだけでなく、市民との

交流や新たな魅力を体感できる良い機会となります。 

このため、海外からの観光客が増加傾向にあることから、観光イベントを中心に、

外国人を意識した内容とするほか、会場での英語対応などに取り組みます。 

 

① 観光イベント等の展開 

 （ア）姫路城周辺イベントの充実と多言語対応 

    a 観桜会、観月会 

    b 姫路お城まつり 

    c ゆかたまつり 

    d 全国陶器市、人間将棋 

 （イ）外国人観光客も楽しめるイベント内容の検討、実施 

  （ウ）宿泊者を増やすことを目的としたイベント内容の検討、実施 

 

② 集客イベントの支援、活用 

  （ア）市民や民間事業者等が実施する集客イベントの誘致、支援 

  （イ）MICE 施設を活用したイベント誘致 

  （ウ）世界遺産姫路城マラソン等、スポーツイベントの開催、誘致 
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  （エ）姫路観光コンベンションビューローや経済界と連携した誘致活動 

 

（６）観光産業の育成 

   観光を地域の経済活性化につなげるためには、国内外からの観光客が市内で飲食や

宿泊、買い物を十分に楽しむことができる環境が必要です。また、地域で生産されて

いる農産物や水産物、特産品などを使った食事や土産物は、観光資源の一つとして、

来訪動機となり、新たな流れを生み出します。 

   このため、民間事業者の観光産業への参入を進め、観光による人、モノの流れを創

出することによる経済活性化を目指します。 

 

 ① 民間事業者の観光産業への参入促進 

  （ア）姫路観光コンベンションビューローを中心とした観光シーズの発掘、紹介 

   （イ）姫路商工会議所等と連携した観光ビジネスに関する研修会の実施 

   （ウ）観光事業者や観光起業者への支援体制の充実 

 

 ② 経済効果を意識した誘客活動の推進 

  （ア）観光情勢の分析、把握 

    a 観光動向調査の実施 

    b 姫路観光コンベンションビューローによる情報収集、提供 

    c 姫路商工会議所や大学等と連携した情勢分析 

  （イ）宿泊率を高める取り組み 

    a 観光客の嗜好に合わせた宿泊プランのＰＲ 

    b 宿泊関連事業者と一体となったプロモーション 

    c 飲食店や宿泊施設等の充実 

  （ウ）インバウンド観光の推進（後述） 

 

 

３ インバウンド観光の推進 

 

（１）外国人観光客の誘致 

  姫路城グランドオープン後、全国的な訪日傾向とともに、姫路城を中心に海外から

多くの観光客が訪れています。 

  国別に見ると、台湾、中国等のアジア圏が約６割と半数以上を占めていますが、欧

米の国の比率が、日本全体の状況よりやや高い傾向にあります。姫路城は日本を象徴

するコンテンツであり、日本文化への興味がより深い国々からの観光客の志向に合っ

た観光地であるといえます。 

これらを踏まえ、世界遺産である姫路城を中心に認知度を高め、桜や新緑、紅葉な

どの日本の四季や自然の景色、食文化、買い物など、観光の大事な要素を、十分に楽
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しんでもらえる取り組みを進めます。 

一方、海外からの観光客は、日本人観光客に比べ移動範囲が広く、目的が合えば広

域での観光を選択する傾向があることから、重点国や国ごとの観光客の志向等をしっ

かりと分析し、広域の関係団体と一体となったプロモーションを行います。 

 

① 世界遺産姫路城を拠点とした文化観光の推進 

  （ア）姫路城見学情報の充実 

  （イ）外国人向け日本文化体験プログラムの開発、ＰＲ 

  （ウ）姫路城周辺の観光情報等の多言語化の推進 

 

 ② 海外プロモーションの展開 

  （ア）国や観光志向の的確な分析に基づくプロモーションの重点化 

  （イ）ヨーロッパ、オセアニア、北米等への認知度向上に向けた取り組みの推進 

  （ウ）台湾、タイ等のリピーターや市内宿泊者の増を目的としたプロモーションの展開 

  （エ）兵庫県や関西広域連合、せとうち観光推進機構等との連携によるプロモーションの実

施 

  （オ）民間事業者等と一体となったプロモーションの展開 

  （カ）海外の子供たちを対象とした教育旅行などの誘致 

  （キ）姉妹都市・城との交流やノイシュバンシュタイン城との観光友好交流によるＰＲの実施 

（ク）2020 東京オリンピック・パラリンピック競技大会、関西ワールドマスターズゲームズ等を

活用した海外プロモーションの実施 

  

 ③ クルーズ船の誘致 

 （ア）港湾管理者等と連携した姫路港の外国人観光客受け入れ体制の整備 

（イ）誘致に向けた効果的な観光素材や受け入れプランの提供、充実 

  （ウ）歓迎レセプションや滞在メニュー等の充実 

（エ）民間事業者等と一体となったプロモーションの展開 

   

（２）外国人観光客へのおもてなしの充実 

  海外から来られるお客様は、国内各地で日本の文化に触れ、理解を深められます。

本市の特徴である日本らしい文化、自然豊かな土地の魅力を体感してもらうことで、

本市についての印象を深め、再来につながるよい思い出を残していただけます。外国

人観光客の皆さんの好みに合わせた情報の提供に努め、地域が一体となって観光先進

地と認識されるよう、ホスピタリティあふれるおもてなしに努めます。 

 

 ① 多様なおもてなしの推進 

  （ア）市民や民間事業者等と連携した多様な滞在プランの検討、充実 

  （イ）外国人観光客を温かく迎え入れる雰囲気づくり 
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  （ウ）日本文化を感じることができる体験メニューの充実 

  （エ）ムスリム受入に関する情報提供、ＰＲ 

 

 ② 外国語で対応できる観光ガイドの育成 

  （ア）観光ガイド育成に向けた研修会等の実施 

  （イ）観光ボランティアガイド組織に対する支援の実施 

  （ウ）外国人観光客の人気スポットにおける観光ガイドの育成 

 

③ 姫路観光なびポートの外国人観光案内所としての機能充実 

  （ア）免税店や多言語対応の店舗、無料Wi-Fi 利用環境などの情報集約、提供 

  （イ）外国人観光客の志向に沿った観光資源やプラン等の情報提供 

 

④ 外国人観光客の安全対策の検討、実施 

  （ア）姫路市地域防災計画等に基づく災害時対応の充実（被災地事例等の収集、計画へ

の反映） 

  （イ）災害発生時の多言語による情報伝達手法の検討 

 

（３） 東京オリンピック・パラリンピック姫路プロジェクトの推進 

  2020 年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、日本の国際的注

目度が増しつつあります。また、2017 年には日本スポーツマスターズ兵庫大会、2021

年には関西ワールドマスターズゲームズの開催が予定されており、こうした機会を十

分に活用することは、海外へ向けて、「訪問したい観光地」としての可能性を伸ばす

ことができる好機であるといえます。 

本市においては、「東京オリンピック・パラリンピック姫路プロジェクト」として、

スポーツ、文化、観光の分野を中心として、さまざまな分野の施策を活かし、世界へ

向けて強力にその魅力を発信していきます。 

 

① 姫路文化プログラムの展開 

 （ア）「音楽のまち 姫路」事業の推進 

 （イ）歴史文化や市民文化等、地域資源の観光活用 

 （ウ）（公財）姫路市文化国際交流財団と連携した文化振興事業の実施 

 

② 東京オリンピック・パラリンピック競技大会のナショナルチーム事前合宿誘致、受入、

ホストタウン事業等の実施 

 （ア）兵庫県と一体となった合宿誘致、受入 

（イ）ナショナルチーム等との交流 

（ウ）オリンピアン・パラリンピアンとの交流、スポーツ教室等の実施 

（エ）市民等が主体となった交流の促進 
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③ 姫路城を活用したシティプロモーションの推進 

 （ア）姫路城への聖火リレーの誘致 

 （イ）世界遺産姫路城の日本コンテンツとしてのＰＲ 

 

４ MICE の推進 

 

（１）国内外からの MICE 誘致 

本市の強みであるものづくり産業をはじめとして、地域のさまざまな企業や関係者が

MICE開催に関わることができる環境づくりを進めます。これまで進めてきたコンベンション等

の誘致については、新たにイベントゾーンに設置を予定している文化コンベンション施設の

建設を踏まえ、誘致対象となる規模や内容を拡大します。これにより、さらに経済効果が大

きく、次代の産業の創造につながるMICE の誘致を進めます。 

また、インバウンド政策と協調し、大規模なインセンティブツアーに対応できるよう、受け入

れ体制の充実に努めます。 

 

  ① 姫路市の強みを活かした MICE 誘致 

（ア）世界遺産姫路城を活かしたMICE誘致 

（イ）地域産業のイノベーションにつながるMICE 誘致 

   （ウ）広域連携によるMICE誘致、受け入れ 

   （エ）ユニークベニューの充実 

 

  ② 産学公が一体となった誘致の促進 

   （ア）近隣大学や研究機関等、播磨圏域内企業等との連携強化 

   （イ）市内のMICE 開催会場との連携強化 

   （ウ）高等教育研究機関等との連携による誘致 

 

（２）MICE 開催地として選ばれやすい環境づくり 

MICE 開催に当たっては、会場の立地や収容能力、必要経費、その地域の観光資源など

主催者の多様なニーズに対応できることが求められます。また、主催者が希望する内容やイ

メージを的確に把握し、よい条件をいかに提示できるかが、誘致の成功に結びつける大きな

鍵となります。 

このため、現在、整備予定である文化コンベンション施設を核に、これまで不可能であった

一定規模以上のMICE誘致に努めるとともに、MICE産業への民間事業者の参入を促進しま

す。 

 

  ① MICE 支援体制の充実 

   （ア）相談支援窓口の一元化と充実 
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   （イ）姫路観光コンベンションビューローの体制強化 

     （MICE 誘致に係るプロフェショナル人材の育成） 

   （ウ）補助制度をはじめとする支援メニューの充実 

   （エ）市内 PCOの育成 

 

  ② MICE 施設の設置及び活用 

   （ア）イベントゾーンへの文化コンベンション施設の設置 

   （イ）文化コンベンション施設の運営方針の策定 

   （ウ）文化コンベンション施設の開館プレ事業や開館記念イベントの実施 

   （エ）新たなMICE 開催機会の創出 

 

  ③ MICE 施設情報等の共有 

   （ア）相談支援窓口の一元化と充実 

   （イ）MICE 開催支援ガイドブック、情報発信サイト等の充実 
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第４章 プランの推進体制 

 

 本プランの対象期間は、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックの開催年を中心に、イン

バウンド観光やMICE の推進など、本市の観光を取り巻く状況は、激動期を迎えています。 

また本プランでは、行政だけでなく、市民や事業者、まちづくりに関係するさまざまな人々が

施策の担い手となっています。地域が一体となって課題に取り組み、観光を進めようとする体

制が、本市の観光を支え、さらなるまちの活力を生み出します。 

そこで、統一した戦略のもと、確実に効果の高い手法で施策を展開し、かつ新たに発生しう

る状況にも対応するため、下記の体制によりプランを推進していきます。 

 

（１）適切な情勢の把握と分析 

   本プランの施策展開に当たっては、兵庫県や姫路商工会議所、関係機関等と連携し、観

光に関する的確な状況やデータの分析、観光客や市民の意識把握を努めます。また、これ

らの情報を積極的に公開し、観光に対する理解促進や観光産業の育成につなげていきま

す。 

 

（2）市民や事業者等との連携、協力 

   市民にとって、観光は本市の産業の一つであり、賑わいを生み、新たな交流や情報をもた

らしてくれるものです。姫路城グランドオープン以降、観光は市民や事業者にとって、さらに

身近なものとなりました。 

   観光客を温かい気持ちで迎えたい、観光客を対象としたビジネスを始めたいなど、市民

や事業者の観光への関わり方はさまざまですが、それぞれの立場を活かした取り組みが、う

まく本市の観光の力となるよう、取り組んでいくことが求められます。 

   現在、姫路観光コンベンションビューローが中心となり、観光に関係するメンバーによるワ

ーキングを行っています。また、新たな施策を展開するためには、関係者等との十分な協議

や連携、協力を進めています。民間の幅広い情報と柔軟さ、行政の推進力をうまく機動力

に変えることにより、本プランの具体施策を効果的に進めます。 

 

（3）庁内連携の促進 

   本市において観光は、まちづくりの基本となる要素であり、その視点を外すことはできませ

ん。観光の推進により、まちの美観やユニバーサルデザイン化の促進、経済の活性化、国

際化の推進、文化スポーツの推進など、関係する分野は市政全般に及びます。 

そこで、庁内の連携、協力を進め、積極的に観光の要素を反映させていきます。 

 

 

 

 



頁 語句 意味

1 観光資源 景観、史跡、温泉、食、体験など観光やレジャー等、余暇を楽しむ有形、無形のもの

観光産業
宿泊、飲食、製造など観光に関連する業種の総称。観光産業は業種が多岐にわたることが特徴
である。

経済波及効果
ある産業に新たな需要が生じたときに、その需要を満たすために他の産業においても次々と新
たな生産が誘発されていくこと、またはその効果

2 レガシー
オリンピック・パラリンピック競技大会等、ある事象を契機として、その後に引き継がれていく有益な遺産の
こと。競技施設や道路施設など、有形のものだけでなく、成果や機会の創出など、無形、間接的に生み出さ
れるものも含む。

地域創生 将来にわたって、各地域で活力のある地域社会を構築していくための取り組み。

姫路城プラスワン
世界遺産姫路城を中心として、周辺の観光地や関連する食や体験などの多様な要素を共に観
光資源として活用していこうとする考え方

4 滞在型観光
一つの都市を拠点として、周辺地域での静養、レジャーなどを楽しむ観光形態のこと。従来の周
遊型観光に比べて地元への経済効果が高いことが期待されている。

インバウンド観光 外国人が訪れてくる旅行のこと。日本では、訪日外国人旅行や訪日旅行を指す。

MICE
企業会議（Meeting）、企業の報奨・研修旅行（Incentive）、国際会議（Convention）、展示会・イベ
ント（Exhibition/Event）の総称。

5 姫路市総入込客数
観光客等が利用する施設の入場者数、イベント・行事の参加者数などを合算した数。本市では、
姫路城の入城者数と連動しやすい傾向がある。

客室稼働率 ホテルや旅館等の宿泊施設の顧客が利用した部屋数の割合。

観光動向調査
姫路市内の主要観光施設を訪れた人を対象に対面式アンケートを実施したもので、調査内容は
「観光入込統計に関する共通基準（観光庁、平成21年12月策定」に準じている。

スポーツツーリズム
プロスポーツなどの観戦、スポーツイベントへの参加、スポーツ合宿時に周辺観光を組み合わせ
る等、スポーツを観光資源として活用した観光

産業ツーリズム
歴史的・文化的な価値のある工場や機械などの産業文化財をはじめとして、産業製品、生産現
場などを見学することにより、ものづくりへの造詣を深めることを目的とした観光

連携中枢都市圏
人口減少・超高齢化社会にあっても、コンパクト化とネットワーク化により地域を活性化し経済を
持続可能なものとし、一定の圏域人口を有し活力ある社会経済を維持するための拠点を形成す
るもの

6
ビジット・ジャパン・キャ
ンペーン

訪日外国人旅行者の増大を目指して、主に国土交通省が取り組む戦略的なキャンペーン。日本
人の海外旅行者数と日本を訪れる外国人旅行者数の格差を是正する目的で始められた。

文化・コンベンション施
設

「知と文化・産業の交流拠点」の整備コンセプトの下に、文化・コンベンションエリアに建てられる
文化・交流施設とコンベンション・展示施設のこと

7 姫路文化プログラム
2020年東京オリンピック・パラリンピック大会に向けた文化庁の取組で、国内はもとより世界中の
国・地域から訪れる多くの人々に向けて、国内全域で日本の文化力を示そうとするもの。

10 観光立国
観光立国推進基本法、観光立国推進基本計画に基づいて、地域経済の活性化、雇用機会の増
大、活気あふれる地域社会の増進等を目的に進められている国の観光政策。

訪日外客数
訪日外国人数から日本を主な居住国とする永住外国人等を除いた数。日本政府観光局（ＪＮ
TO）等の発表で用いられている。

11 銀の馬車道
明治時代前半に日本で初めて築かれた高速産業道路。生野銀山から飾磨津（姫路港）までの約
49kmを結んでいた。現在、中播磨県民センターを中心に、銀の馬車道を通じた地域活性化策が
進められている。

関西ワールドマスター
ズゲームズ

国際マスターズゲームズ協会(IMGA)が4年ごとに主宰する、原則30歳以上のスポーツ愛好者で
あれば誰もが参加できる生涯スポーツの国際総合競技大会として、2021年に関西を会場に開催
される大会
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12 LCC
Low Cost Carrierの略。低コストかつ高頻度の運航を行うことで低運賃の航空サービスを提供す
る航空会社のこと。※平成28年度観光白書より

15
ひめじ官兵衛プロジェク
ト

姫路市をはじめとする兵庫県内各地の黒田官兵衛ゆかりの地における魅力ある観光資源を情
報発信することにより、各地域の観光振興及び地域経済の活性化等を促進する事業

18 内曲輪 姫路城の内堀内の敷地のことで、面積は約23ha

バッファゾーン
世界遺産を保護するために、遺産の周辺に設けられる利用・開発制限区域、緩衝地帯。姫路城
については特別史跡姫路城跡周辺の143haが設定されている。

20
スマートインターチェン
ジ

高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリア、バスストップから乗り降りができるように
設置されるイ ンターチェンジであり、通行可能な車両（料金の支払い方法）を、ＥＴＣを搭載した車
両に限定しているインターチェンジのこと。

21 旅行エージェント
旅行業を行うためには旅行業もしくは旅行業者代理業の登録が必要となるが、ここではそれらの
登録業者及び広く旅行業に携わる企業。いわゆる旅行会社等のこと。

22 ゴールデンルート
東京、名古屋、京都、大阪など、東京―大阪間の日本の主要観光都市を周る観光周遊ルートの
こと。訪日外国人観光客にとって短期間で周遊しやすく人気のあるルートとされる。

ナイト観光
夜に楽しむことができる観光。昼間の観光地とは違った魅力を持った観光。例として、夜景やライ
トアップ風景の見学、飲食店めぐり等

23
姫路観光コンベンション
ビューロー

姫路市における観光事業の振興とコンベンションの誘致、開催支援及び市内外の映画、テレビ等のロ
ケーション撮影の誘致等に取り組む公益社団法人

24 姫路検定
姫路の歴史・文化・産業等に関する知識を深め、地域の魅力を再発見することを目的に、毎年、姫路
商工会議所が実施する検定試験。

二次交通
空港や駅など、拠点となる場所から観光地までの交通のこと。具体例としては、関西国際空港からの
リムジンバス、姫路駅からのレンタル自転車など。

ユニバーサルデザイン
障害の有無や年齢、性別、人種等にかかわらず、さまざまな人が利用しやすい都市や生活環境をデ
ザインする考え方。外国人観光客や高齢者、障害者など、できるだけ多くの人々が観光を楽しむこと
ができる環境づくりを行おうとするもの。

25 Wi-Fi利用環境
Wi-Fi（パソコンやスマートフォン、タブレット端末等のネットワーク接続に対応した電子機器を無線で
インターネットに接続する技術）を使用できる条件が整備されていること

関西統一交通パス
「KANSAI ONE PASS」

訪日外国人を対象に、関西国際空港や関西の主要駅で販売されているチャージ式交通ＩＣカード。各
地点で切符を購入する手間がなくなるほか、観光スポット、店舗などで優待特典が受けられる。2016
年度試行事業

城周辺観光ループバス
姫路駅から姫路城、美術館、県立博物館、文学館、好古園など、姫路城周辺をぐるっと回る路線で運
行しているバス。１回、大人１００円・小人５０円、１日乗車券は、大人３００円・小人１５０円で利用する
ことができる。

ピクトグラム
単純化したイラスト等により、情報提供や注意喚起のため表示される視覚記号。言語で表記するよ
り、誰にもすぐ理解可能で、伝わりやすいという利点がある。

26
姫路藩文化観光学習船
運航事業

姫路藩で利用されていたと思われる和船を調査、建造し、姫路城の内堀の水面から眺める新しい視
点の文化財学習を行う事業。

特別史跡姫路城跡整備
基本計画

世界遺産姫路城及びそのバッファゾーンの一体的な保存管理、整備活用、景観誘導策を具体的に
示し、姫路城を将来に向かって恒久的に保存継承していくための計画

AR
拡張現実。実際の風景にコンピューターグラフィックを用いた画像などを重ねてみることができる技
術。姫路城では、城内の様子や当時のまちの風景などを楽しむことができる。

27 着地型観光
旅行客の受け入れ先自身が観光プログラムを企画、実施する観光形態のこと。新しい観光素材の掘
り起こしなどを通じて地域活性化につながることが期待されている。

28 播磨連携中枢都市圏
姫路市を中心都市として、相生市、加古川市、赤穂市、高砂市、加西市、宍粟市、たつの市、稲美
町、播磨町、市川町、福崎町、神河町、太子町、上郡町、佐用町の８市８町で形成する連携中枢都市
圏。※「連携中枢都市圏」については、別項参照

29 SNS
ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。人とのつながりを促進することを目的とした電子上の
サービスをいう。

フィルム・コミッション
映画やテレビドラマなどのロケーション撮影を誘致し、撮影支援を行う機関のこと。本市では、姫路観
光コンベンションビューロー内に設置している。
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観光素材集
旅行商品を企画、販売する事業者に対して、地域の観光資源に関する情報提供やＰＲを行うことを目
的としたパンフレット。

30 ひめじ観光大使制度
姫路市にゆかりのある方々に観光大使に就任していただき、それぞれの立場や機会を活用して本市
の観光資源をＰＲしてもらう制度。

32 せとうち観光推進機構

瀬戸内海周辺の自治体や民間事業者などが参加する広域連携ＤＭＯ（ＤＭＯとは、観光地域づくりの
かじ取り役として、多様な関係者と協同しながら、戦略的な観光プランを進める調整機能を持つ組
織）。観光庁が認定する訪日外国人に薦めたい日本の観光ルートの一つ「せとうち・海の道」事業の
事務局。

ノイシュバンシュタイン
城

ドイツの南部、バイエルン州にある城。バイエルン王ルートヴィヒ2世によって19世紀に建築された。
平成27年３月26日、姫路城と観光友好交流協定を締結した。

33 ムスリム
イスラム教の教徒のこと。観光客も増えているが、戒律により食事内容やお祈りの場所の確保など、
旅先での課題が多い。都市圏をはじめとして、受け入れ側の対応を進める動きが進みつつある。

日本スポーツマスター
ズ

生涯スポーツの普及、振興を目的として、シニア世代を対象に毎年、全国各地で開催されている総
合スポーツ大会。2017年は、兵庫県で開催される。

東京オリンピック・パラリ
ンピック姫路プロジェク
ト

2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、姫路市において、スポーツ、文化、観光などの
分野の長所を活かし合い、融合した施策を、国や全国の自治体と連動して展開することにより、姫路
市の都市成長につなげようとする取り組み。

オリンピアン・パラリンピ
アン

オリンピック、パラリンピック出場選手。または出場経験のある選手。

34 インセンティブツアー 企業の従業員や代理店等の報奨、研修旅行

ユニークベニュー
「特別な（ユニーク）会場（ベニュー）」の意味。美術館や博物館、歴史的建造物などで、会議やレセプ
ションを開くことで特別感や地域の特性を演出できる会場
※日本政府観光局（JNTO）コンベンション誘致部『国際会議開催マニュアル』, 2015より

PCO

Professional Congress Organizer の略で、会議運営専門会社のこと。あらゆる種類の集会、会議
開催に関わる業務、またはこれに関連して派生する一切の行事に関わる業務を取り扱うための
専門的能力を持った個人又は法人。
※日本政府観光局（JNTO）コンベンション誘致部『国際会議開催マニュアル』, 2015より
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